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21期卒業の武田朴と申します。今年で71歳
となりました。いまだに、大学に行っては研
究を手伝ったり、非常勤で講義を受け持たせ
ていただいています。定年退職後縁があり、
東京工科大学臨床工学科に教授として着任し、
それも定年退職し、現在は客員教授として非
常勤でいくつかの講義を受け持っています。
現在は9月から1月までは週に3回は東京工科
大学で講義をするために行くほか、共同研究
をしている関係上年間を通して、週に何日か、
東京工科大学に伺っています。大学に移って
からの足掛け7年間で7本ほど論文の著作を手
伝いました。未来が広がる学生との交流はあ
まり未来が広くない私を大変元気づけるもの
があります。35年前に社長に来た非常勤講師
の依頼を「若いものにやらせろ」の一言で私
のお鉢が回り、90分×15回分の原稿を作り、
講じるのは結構つらい思いでしたが、機会を
与えていただき、何とかやり通したことがい
まだに仕事をいただけるという意味で、大変
プラスになったと思います。後輩の皆さんに
も大変な仕事をする機会とやり通せるだけの
頑張りがあると自分が期待したほどではない
にしろ、良い結果が得られるように思います。
趣味の世界では、学生時代から参加してい
たギタークラブのOB会に参加し、今年もOB
演奏会に参加しました。また地域のギターク
ラブに参加し、団地のお祭り、公民館のお祭
り、小学校のお祭りに参加して下手なギター
をひいています。ギタークラブ設立50周年の
記念会に歌手生活50年を迎えた加藤登紀子さ
んを迎え伴奏に参加させていただき、得難い
経験もしました。齢70を超えた仲間の話題に
来年何をやろうかという話題がでるのは大変
幸せなことだと思っています。若い皆さんも
現役を引退したときにも明日の予定がある生
委員会のME技術実力検定試験委員会にて福
島医療機器産業推進機構でご活躍のOBの大庭
和夫さんと（写真5）。これも若い技士・技術
者教育の一環です。
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